
とこパンは、民生委員の松尾光一
さんが、御幸町の高層マンション
スカイライズタワーにあるご自身
のお店「松尾観魚苑」を拠点に、

所沢地区の民生委員や主任児童委員と立ち上げま
した。
食品の配布日には、午後３時頃からボランティ

アスタッフが集まり、提供する大量の品物の仕分
けや袋詰め、配置、飾り付けなどを行います。取
材した１２月２２日（木）は、民生委員、主任児
童委員、町内会の人、母親と小学生の親子、高校
生など約１０名がスタッフとして働いていました。
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右のコードは「音声コード」です。専用の「活字文書読み上げ装置」に読み込ませると、
情報を音声で読み上げます。これにより、視覚障害者など文字で情報を得にくい方にも
音声で情報を届けることができます。

音声
コード

情報を音声でも聞けます

コロナ禍や物価高騰などで経済的な問題を抱える人が増えています。そうした人々の生活を少し
でも応援しようと、所沢市内でも市民の方が様々な取組をしています。

今回は、無料で食品を配布して子育て世帯の「食」を応援するところざわフードパントリー
略して『とこパン』をご紹介します。

午後５時になると、利用者はボランティアスタッ
フに促されて入店し、持参した大きな袋に必要な物
を入れていきます。どの品物も原則１世帯１品です
が、クリスマスプレゼントの本やお菓子は１人１品
で、子どもたちが嬉しそうに選んでいました。どの
人も袋一杯の品物を抱え、笑顔で帰っていきました。
利用者はシングルマザーが多く、「月１回でも本

当に助かっています。」などのお礼の言葉が多数寄
せられています。

▲米やカレー・パスタなどのレトルト食品、カップ麺、お菓子

などと、ティッシュペーパー、生理用品、電池などもありまし
た。12月ということもあり、クリスマスプレゼントとして本や
お菓子の詰め合わせ、年越し用としてカップそば、もち、みか
んなども所狭しと並べられていました。

ところざわフードパントリー
子どもたちを笑顔に

▲高校生ボランティアは、バイトで貯
めたお金でお菓子を買い、子どもたち
のために飾り付けをしていました。

企業や社会福祉協議会、行政機関、個人などから寄付された食品等を、経済的に困窮する人に無料配布する活動です。賞味
期限の近いものやパーケージの印刷ミスなどにより商品にならないものなどを配布し、食品ロスの削減にも貢献しています。

フードパントリーとは

▲ボランティアスタッフ
の皆さん
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とこパン代表 インタビュー

【 編集後記 】

中心市街地で長年商売をされている松尾さんは、社会貢献をして地域に恩返しをしたいと

民生委員になったそうです。とこパンが短期間で実現できたのは、松尾さんをはじめとする

所沢地区の民生委員、主任児童委員のみなさんが、日頃から思いを共有し結束していたから

とのこと。その熱い思いと行動力に感激しました。

ふらっとのご近所で行われているとこパンに、今後も注目していきます。

※CSW（コミュニティ・ソーシャル・ワーカー）
困りごとを抱えている人の課題に寄り添うとともに、住

民や関係機関と連携協働して地域課題に取り組む専門職。
所沢市社会福祉協議会では、市内11行政区にCSWを配置し
ている。

所沢社協
所沢地区CSW 菅野さん ▶

活動の状況は？

最初は１０世帯位が対象でしたが、現在は所沢
市全域から登録申請がきて、約６０世帯に増えて
います。シングルマザーの家庭が多いですね。
対象世帯が増えるにつれ、スタッフもいろいろ

な方に協力してもらえるようになりました。
とこパンに続いて、山口、上新井、三ケ島、柳

瀬、吾妻、松井西地区でも、民生委員などを中心
にフードパントリーが立ち上がり、全地区で約
１８０世帯の登録があります。とこパンと各地区
のパントリーは運営方法が違う部分もありますが、
ネットワークを作って食品の融通や重複給付を避
けるための情報共有などをしています。

課題は？

対象者が増え続けているので、食品確保が大き
な課題です。食品の配送や保管場所も悩みのタネ
です。新鮮な野菜なども配布したいと思っていま
すので、地域の企業をはじめ農家、市民の方から
の寄付が増えることを期待しています。
そのためには、とこパンの活動を多くの方に

知ってもらい、理解してもらうことも大事だと思っ
ています。

とこパンの目標は？

とこパンが「食」を応援
することで、皆さんの生活が
少しでも良い方向に向かって
いくことを願っています。
とこパンの利用者の中には、様々な困りごとを

抱えている人がいます。そのため、社協と連携し
て、初めて配布を受ける日にはCSW（コミュニ
ティ・ソーシャル・ワーカー※）がヒアリングし
て、その世帯の状況を把握します。そうすること
によって、他の支援策を提示することもできると
考えています。
とこパンが食品配布だけでなく皆さんの憩える

場所になり、子どもたちの笑顔が増えたら最高で
すね。

■対象者
市内在住の「児童扶養手当」「ひとり親家庭等
医療費助成制度」を受けている家庭。
他に、地域の民生委員、主任児童委員、社会福
祉協議会、行政機関からの紹介を受けた人も対象。
■利用方法
とこパンホームページから利用登録を行い、受
給者証が交付される。毎月の食料配布予定日ごと
に事前申し込みが必要。

ホームページはこちらから→

■会場
所沢市御幸町１－１６
スカイライズタワー２０７ 松尾観魚苑

とこパン概要

とこパン代表
松尾光一さん

始めるきっかけは？

私のお店で開催していた
高齢者サロンや小学生向け
学習支援教室が、コロナ禍
で開催できなくなり、何か
他にできることはないかと
考えていたところ、テレビ
のニュースで困っている人
達への食糧配布の活動を知
りました。
そして、令和２年６月に浅草橋にある日本初の

フードバンクセカンドハーベストジャパン（２ｈ
ｊ）に見学に行き、説明を受け食品倉庫を見せても
らい、立ち上げを決心しました。８月にはスタート
できましたが、所沢地区の民生委員や主任児童委員
が快く協力してくれたおかげだと思っています。

食品はどこから？

２ｈｊから提供されたものを中心に、フードバン
クネット西埼玉、所沢市社会福祉協議会（社協）、
近隣の企業や農家から提供されたもの、Amazonの
「みんなで応援プログラム」を通じて個人から寄贈
されたものなどです。
２ｈｊの倉庫から所沢までの運搬についても、物

流会社が社会貢献活動として無料で配達してくれて
います。行政機関の補助金や赤い羽根共同募金の助
成金なども活用しています。
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みんなの 子育てフォトコンテスト
入賞作品発表

「お兄ちゃんありがとう」
廣瀬 健吾

「ママに会いたい会えない」
河野 司

「いつもの帰り道」
関口 美紀

「猫じゃらし」
八木田 直樹

「我が家の育男コンビ」
廣瀬 健吾

「お昼寝」
塚本 七恵

「この日を待ってました！」
碓井 明子

「おじいちゃんの手の温もり」
岸 おりほ

「はじめての我が子」
黒澤 謙太

金賞 銀賞

銅賞

佳作

佳作 佳作 佳作

特別賞ふらっとでは、性別や年齢、
家族の形にとらわれずに楽しん
で子育てをしている写真を募集
しました。寄せられた45の作品
の中から、優秀作品を決定しま
したのでご紹介します。
これらの写真は、ふらっとに
1年間展示します。ぜひ、ご覧
ください。 （敬称略）

銅賞

令和４年度新規事業



荻野吟子賞 受賞

女性の様々な悩みごとの解決のために、3つの相談事業を実施しています。
パートナーとの関係、家族や職場のトラブル、体のこと、生き方など、お気軽
にご相談ください。なお、相談時の託児（1歳～未就学児まで）を行っています
ので、利用を希望される方は予約の際にお申込みください。

ふらっと
女性相談

無 料
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発行／所沢市男女共同参画推進センターふらっと／令和５年３月

市内企業・事業者の会
議や研修会場としても
ご利用いただけます。
(営利目的の利用不可)
詳しくはふらっとまで
お問い合わせください。

SUN61号で紹介した市内所沢新町の金属部品製造

販売株式会社井口一世が、令和４年度埼玉県荻野

吟子賞「いきいき職場部門」を受賞しました。

令和５年１月３０日(月）には、知事公館にて大

野元裕埼玉県知事より表彰状が授与されました。

荻野吟子賞は、埼玉県熊谷市出身で日本初の公認

女性医師荻野吟子の不屈の精神を受け継ぎ、県内で

男女共同参画の推進に尽力する個人・団体に贈られ

る賞です。その中の「いきいき職場部門」は、女性

の能力活用、男女の職域拡大や仕事・子育て・家庭

生活との両立支援など男女が協力して参画すること

ができる職場づくりに積極的な事業所が対象となっ

ています。

代表取締役の井口一世氏は、「男女の区別なく個

人の能力をみて採用していった結果、社員の６割が

女性となりました。弊社の取組を認めていただいて

嬉しく思います。社員にとっても大変励みになりま

す。」とお話しされていました。

おめでとうございました。

カウンセリングの予約状況は、市ホームページでも確認できます。右のQRコードを読み取り
又は所沢市ホームページ内で「女性の生き方相談」と検索

女性活躍を
応援する

大野知事と井口代表取締役


